
志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
六
)

︱
︱
明
治
四
十
二
年
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
︱
︱生

井

知

子

明
治
四
十
二
年

(一
九
〇
九
)
(数
え
二
十
七
歳
・
満
二
十
六
歳
)

7
・
1
(木
)

｢麦
﹂
第
十
八
号
発
行
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄
)

里
見
弴
の
﹃
習
作
﹄
掲
載
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄
)

直
哉
は
﹁
イ
タ
ヅ
ラ
ガ
キ
﹂
に
加
わ
る
︒
(﹁
麦
﹂
第
十
八
号
批
評
欄
・
補
④
P
502
～
503
)

こ
の
頃

直
哉
は
有
島
武
郎
に
宛
て
て
葉
書
を
書
く
が
未
投
函
︒
郡
虎
彦
が
船
長
を
し
て
い
る
父
の
船
で
台
湾
へ
行
く
こ
と
に
な
り
︑
昨
日
神
戸
に

帰
っ
た
の
で
︑
講
習
会
の
こ
と
は
中
止
に
な
り
そ
う
だ
と
の
こ
と
︒
(？
・
？
・
？
有
島
武
郎
宛
書
簡
)

こ
の
頃

直
哉
は
永
井
荷
風
﹃
牡
丹
の
客
﹄
(M
42
・
7
﹁
中
央
公
論
﹂
)

を
読
ん
だ
か
？

直
哉
は
﹃
牡
丹
の
客
﹄
が
好
き
だ
っ
た
︒
(﹃
愛
読
書
回
顧
﹄
)

7
・
？

｢望
野
﹂
第
四
十
九
号
発
行
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
年
譜
)

7
・
？

直
哉
は
︑
女
中
と
の
結
婚
事
件
の
作
品
化
を
構
想
し
︑︽
有
の
兄
の
位
置
の
事

(
有
を
含
む
︱
し
か
も
今
の
自
分
)
を
し
て
批
評
せ
し
む

べ
し
︒︾
と
手
帳
に
メ
モ
す
る
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
33
)

7
・
？

直
哉
は
︑
今
の
青
年
は
自
惚
れ
る
事
で
自
信
を
得
よ
う
と
す
る
と
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
33
)

7
・
？

直
哉
は
手
帳
に
︑
主
人
公
と
父
の
関
係
を
書
く
時
︑
ビ
ョ
ル
ン
ソ
ン

“
S
y
n
n
ö
v
e
S
o
lb
a
k
k
e
n
”
(﹃
シ
ン
ネ
ェ
ヴ
ェ
・
ソ
ル
バ
ッ
ケ
ン
﹄
)

を
引

用
し
よ
う
と
記
す
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
33
～
34
)

六
五



7
・
？

直
哉
は
C
と
会
っ
て
︑
別
れ
る
こ
と
を
つ
い
に
承
知
さ
せ
る
︒
た
だ
し
直
哉
は
志
賀
家
の
者
に
は
そ
の
こ
と
を
告
げ
ず
︑
C
と
の
音
信
も

続
け
て
い
た
︒
(未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄
五
)
(﹃
暗
夜
行
路
﹄
草
稿
13
十
六
)

7
・
7
(水
)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
だ
ん
だ
ん
字
に
書
か
れ
た
道
徳
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
行
く
が
︑
快
く
感
じ
て
い
る
︒
パ
リ
に
は
徴
兵

検
査
を
受
け
て
か
ら
行
く
か
ど
う
か
で
迷
っ
て
い
る
︒
外
国
に
三
十
五
歳
ま
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
︑
虫
歯
が
十
五
本
あ
る
の
で

ハ
ネ
ラ
レ
そ
う
だ
か
ら
検
査
を
受
け
て
か
ら
行
き
た
い
が
︑
三
十
二
歳
ま
で
で
徴
兵
が
逃
れ
ら
れ
る
な
ら
受
け
な
い
で
行
く
︒
九
十
月
中

に
C
と
の
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
︑
二
三
月
ま
で
に
仕
事
を
終
え
︑
春
一
月
ほ
ど
一
人
旅
を
し
︑
長
い
小
説
を
出
版
し
︑
五
六
月
に
洋
行

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
︒
し
か
し
有
島
生
馬
が
来
年
帰
国
す
る
な
ら
︑
予
定
を
早
め
た
い
︑
な
ど
︒
(M
42
・
7
・
7
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

7
・
10
(土
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

7
・
15
(木
)

｢麦
﹂
第
十
九
号
発
行
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄
)

里
見
弴
の
﹃
文
学
は
個
人
的
で
あ
る
べ
き
で
あ
る

(偶
感
)
﹄﹃
蝿
と
児
供

(偶
感
)
﹄
﹃
女
の
一
生
梗
概
﹄
(
モ
ー
パ
ス
サ
ン
)
︑
田
中
治
之
助

の
翻
訳
﹃
家
の
中
﹄
(メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
)
﹃
章
句
抜
萃
﹄
(メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
)

掲
載
︒
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄
)
(式
場
隆
三
郎
﹃
白
樺
の
人
々
﹄
)

7
・
16
(金
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
今
日
︑
森
鴎
外
﹃
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
﹄
と
小
栗
風
葉
﹃
恋
ざ
め
﹄
を
半
分
読
ん
だ
︑
鴎
外
の
も

の
は
面
白
い
︑
君
が
済
み
次
第
︑
武
者
小
路
実
篤
に
渡
し
て
く
れ
︑︽
五
十
号
の
も
の
何
も
か
け
ぬ
︑︾
と
言
う
︒
(↓
﹁
望
野
﹂
第
五
十

号
？
)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

7
・
19
(月
)

柳
宗
悦
が
赤
城
か
ら
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
十
六
日
に
九
里
四
郎
と
来
た
︑
メ
チ
ニ
コ
フ
を
読
み
は
じ
め
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛

書
簡
﹄
)
(﹃
柳
宗
悦
全
集
﹄
)

7
・
21
(水
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
三
枚
続
き
で
書
き
︑
直
哉
が
寄
せ
た
﹃
楽
天
家
﹄
に
対
す
る
批
評
に
つ
い
て
述
べ
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実

篤
全
集
﹄
)

7
・
23
(金
)

直
哉
は
︑
鵠
沼
へ
行
く
里
見
弴
・
中
村
貫
之
と
途
中
ま
で
同
じ
汽
車
に
乗
り
合
わ
せ
︑
箱
根
へ
向
う
︒
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
二
十
九
)
(里

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
六
)

六
六



見
弴
・
中
村
貫
之
﹃
七
月
﹄
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
八
月
十
一
日
の
消
印
︒
母
・
有
島
幸
子
が
来
年
中
に
帰
国
す
る
よ
う
に
言
う
︑

七
月
七
日
の
封
書
が
唯
今
着
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

7
・
24
(土
)

木
下
利
玄
が
︑
芦
の
湯
の
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
歯
医
者
に
行
く
の
で
︑
三
十
一
日
に
箱
根
に
赴
く
つ
も
り
︑
部
屋
を
掛
け
合
っ
て
く
れ

と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

7
・
26
(月
)

木
下
利
玄
が
︑
芦
の
湯
の
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
二
十
七
日
の
消
印
︒
三
十
一
日
に
行
く
︑﹁
麦
﹂
第
十
九
号
は
読
ん
で
持
っ
て
行
く
と

の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

武
者
小
路
実
篤
が
︑
芦
の
湯
の
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒﹃
楽
天
家
三
﹄
と
葉
書
を
受
け
取
っ
た
礼
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

7
・
27
(火
)

武
者
小
路
実
篤
が
︑
芦
の
湯
の
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

7
・
28
(水
)

赤
城
か
ら
柳
宗
悦
が
︑
芦
の
湯
の
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
(﹃
柳
宗
悦
全
集
﹄
)

武
者
小
路
実
篤
が
︑
芦
の
湯
の
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
来
月
に
な
る
と
﹁
麦
﹂﹁
望
野
﹂
の
同
人
で
東
京
に
い
る
の
は
武
者
小
路
実
篤
だ

け
に
な
る
と
の
こ
と
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

7
・
29
(木
)

武
者
小
路
実
篤
が
︑
芦
の
湯
の
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

7
・
30
(金
)

木
下
利
玄
が
︑
芦
の
湯
の
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
三
日
に
行
く
こ
と
に
し
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

武
者
小
路
実
篤
が
︑
木
下
利
玄
・
勘
解
由
小
路
資
承
と
寄
せ
書
き
で
︑
芦
の
湯
の
直
哉
に
葉
書
を
送
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

8
・
1
(日
)

｢麦
﹂
第
二
十
号
発
行
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄
)

里
見
弴
・
中
村
貫
之
の
﹃
七
月
﹄﹃﹁
七
月
﹂
の
後
に
附
す
﹄
掲
載
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄
)

武
者
小
路
実
篤
が
︑
木
下
利
玄
ら
と
共
に
︑
芦
の
湯
の
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

8
・
2
(月
)

赤
城
か
ら
柳
宗
悦
が
︑
芦
の
湯
の
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
(﹃
柳
宗
悦
全
集
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
六
)

六
七



8
・
7
(土
)

武
者
小
路
実
篤
が
︑
芦
の
湯
の
直
哉
と
木
下
利
玄
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

8
・
14
(土
)

直
哉
は
︑
宮
松
亭
か
ら
︑
元
箱
根
の
木
下
利
玄
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(M
42
・
8
・
14
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

8
・
15
(日
)

｢麦
﹂
第
二
十
一
号
発
行
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄
)

里
見
弴
の
﹃
芸
術
品

(偶
感
)
﹄﹃
趣
味
と
云
ふ
事
に
就
い
て

(偶
感
)
﹄︑
武
者
小
路
実
篤
の
﹃
無
智
万
歳
﹄
掲
載
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄
)

(式
場
隆
三
郎
﹃
白
樺
の
人
々
﹄
)

直
哉
は
﹁
イ
タ
ヅ
ラ
ガ
キ
﹂
に
加
わ
る
︒
(﹁
麦
﹂
第
二
十
一
号
批
評
欄
・
補
④
P
503
)

8
・
16
(月
)

箱
根
の
木
下
利
玄
が
直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
に
宛
て
て
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

8
・
18
(水
)

里
見
弴
が
盛
岡
か
ら
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

赤
城
か
ら
柳
宗
悦
が
︑
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
(﹃
柳
宗
悦
全
集
﹄
)

元
箱
根
の
木
下
利
玄
が
直
哉
ら
に
葉
書
を
書
く
︒
十
九
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

8
・
21
(土
)

直
哉
は
赤
城
に
出
発
︒
武
者
小
路
実
篤
と
木
下
利
玄
が
寄
せ
書
き
で
︑
赤
城
の
直
哉
に
葉
書
を
送
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

8
・
23
(月
)

直
哉
は
︑
赤
城
か
ら
有
島
生
馬
に
葉
書
を
書
く
︒
こ
こ
は
か
ね
て
皆
か
ら
い
い
所
と
聞
い
て
い
た
が
︑
そ
れ
以
上
い
い
︑
同
室
に
柳
宗
悦
︑

隣
室
に
九
里
四
郎
が
い
る
と
の
こ
と
︒
(M
42
・
8
・
23
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

8
・
25
(水
)

里
見
弴
が
洞
爺
湖
か
ら
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

武
者
小
路
実
篤
と
田
中
治
之
助
が
寄
せ
書
き
で
︑
赤
城
の
直
哉
に
葉
書
を
送
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

8
・
26
(木
)

狩
太
に
旅
行
中
の
里
見
弴
が
直
哉
か
ら
の
葉
書
を
受
け
取
る
︒
(里
見
弴
﹃
洞
爺
行
﹄
)

9
？

世
話
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
て
︑
C
の
叔
父
と
話
が
つ
き
︑
直
哉
と
C
と
の
別
れ
話
が
ま
と
ま
る
︒
(
未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄
五
)
(M

42
・
7
・
7
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

＊
『暗
夜
行
路
﹄
草
稿
13
の
十
六
に
よ
れ
ば
︑
話
を
付
け
て
く
れ
た
の
は
︑︽
ス
ヰ
ス
に
永
く
ホ
テ
ル
の
研
究
に
い
つ
て
ゐ
た
︾
︽
旧
い
年

上
の
友
︾
岩
下
家
一
ら
し
い
︒

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
六
)

六
八



＊
C
は
裁
縫
女
学
校
を
出
た
後
︑
産
婆
に
な
っ
て
身
を
立
て
よ
う
と
東
京
の
助
産
婦
学
校
に
入
り
︑
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
友
達
の
兄
と
大

正
二
年
に
結
婚
︑
一
男
二
女
を
も
う
け
︑
大
正
十
年
︑
朝
鮮
で
流
感
に
か
か
り
没
︒
墓
は
秦
野
市
に
あ
る
︒
(阿
川
弘
之
﹃
志
賀
直
哉
﹄
)

9
・
1
(水
)

﹁
麦
﹂
第
二
十
二
号
発
行
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄
)

里
見
弴
の
﹃
旅
﹄﹃
洞
爺
行
﹄︑
武
者
小
路
実
篤
の
﹃
失
愛
﹄
掲
載
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄
)
(
式
場
隆
三
郎
﹃
白
樺
の
人
々
﹄
)

9
・
2
(木
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
四
日
の
消
印
︑
麻
布
二
十
二
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

9
・
4
(土
)

直
哉
は
︑
二
月
ほ
ど
京
都
に
住
も
う
か
と
考
え
て
︑
夜
︑
新
橋
駅
か
ら
出
発
︒
瀬
戸
内
海
の
景
色
が
見
た
い
︑
祖
母
・
留
女
に
対
す
る
不

平
︑
仲
間
と
会
い
す
ぎ
る
の
で
暫
く
一
人
で
い
た
い
等
の
理
由
に
よ
る
︒
(草
稿
﹃
一
日
二
タ
晩
の
記
﹄
)

＊
未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄
五
で
は
︑
自
家
も
友
達
も
厭
に
な
り
︑
仕
事
も
出
来
ず
︑
二
三
ヶ
月
京
都
に
住
ん
で
み
て
︑
良
け
れ
ば
二

三
年
も
自
家
に
帰
る
ま
い
と
思
っ
て
京
都
に
行
っ
た
︑
と
あ
る
︒

9
・
5
(日
)

直
哉
は
九
時
に
京
都
着
︒
下
宿
を
探
し
て
歩
く
︒
藤
田
と
い
う
老
女
に
好
意
を
持
ち
︑
そ
の
家
に
下
宿
す
る
事
に
す
る
︒
新
京
極
で
東
猿

の
看
板
を
見
る
︒
今
の
女
義
太
夫
中
一
番
好
き
な
人
だ
が
︑
一
年
余
り
ほ
と
ん
ど
義
太
夫
に
は
親
し
ま
な
い
︒
旧
友
・
今
園
と
出
会
う
︒

ひ
ど
く
下
痢
を
し
︑
一
泊
も
せ
ず
に
帰
京
︒
(草
稿
﹃
一
日
二
タ
晩
の
記
﹄
)

9
・
6
(月
)

九
時
︑
直
哉
は
東
京
着
︒
四
日
床
に
就
く
︒
(草
稿
﹃
一
日
二
タ
晩
の
記
﹄
)

9
・
9
(木
)

直
哉
は
﹃
唾
﹄
を
書
い
た
か
︒
(未
定
稿
80
)

9
・
12
(日
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
十
月
二
日
の
消
印
︒
帰
朝
と
い
う
こ
と
に
決
定
し
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直

哉
宛
書
簡
集
﹄
)

9
・
14
(火
)

夕
︑
直
哉
は
﹃
一
日
二
タ
晩
の
記
﹄
を
完
成
︒
(﹃
あ
る
一
頁
﹄
草
稿
)

9
・
15
(水
)

｢麦
﹂
第
二
十
三
号
発
行
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄
)

里
見
弴
の
﹃
チ
エ
ホ
フ
の
﹁
人
影
﹂
と
モ
ウ
パ
ス
サ
ン
の
﹁
温
室
﹂﹄﹃
半
日
の
記
﹄
掲
載
︒
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄
)
(﹁
麦
﹂
第
二
十
三
号
批
評

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
六
)

六
九



欄
・
補
④
P
504
)

直
哉
は
︑
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
グ
の

“
S
w
a
n
w
h
ite
”
(﹃
白
鳥
姫
﹄
)

を
読
む
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
40
)

9
・
17
(金
)

直
哉
は
﹃
帰
途
﹄
を
執
筆
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
40
)
(↓
未
定
稿
107
﹃
小
説

帰
途
﹄
)

9
・
20
(月
)

こ
の
頃
︑
回
覧
雑
誌
を
﹁
白
樺
﹂
と
改
名
し
︑
第
一
号
発
行
か
︒
｢白
樺
｣
第
一
号
に
は
︑
木
下
利
玄
の
﹃
水
晶
房
﹄
(ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ

イ
ク
)
﹃
第
二
十
五
夜
﹄
(ア
ン
デ
ル
セ
ン
)
﹃
霧
の
朝
﹄
が
掲
載
さ
れ
た
︒
(生
井
知
子
﹃
十
四
日
会
・
回
覧
雑
誌
時
代
の
木
下
利
玄
﹄
R
1
・
7

﹁
同
志
社
女
子
大
学

総
合
文
化
研
究
所
紀
要
﹂
)

木
下
利
玄
が
︑﹁
白
樺
﹂
第
一
号
の
武
者
小
路
実
篤
﹃
疑
惑
﹄
一
幕
と
正
親
町
公
和
﹃
父
な
き
児
﹄
を
読
む
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

直
哉
は
初
め
て
娼
婦
を
買
う
︒
(M
43
・
9
・
19
日
記
)

最
初
は
洲
崎
に
行
っ
た
︒
想
像
以
上
に
す
べ
て
が
汚
か
っ
た
︒
(未
定
稿
129
﹃
或
る
旅

行
記
﹄
五
)

9
・
21
(火
)

直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
と
︑
大
宮
八
幡
・
井
ノ
頭
な
ど
を
散
策
し
︑
夜
︑﹃
彼
岸
遊
歩
﹄
を
執
筆
︒
(未
定
稿
82
)

9
・
23
(木
)

東
京
や
げ
ん
堀
大
又
で
︑
直
哉
は
︑
米
津
政
賢
︑
川
村
弘
︑
田
村
寛
貞
︑
松
平
春
光
︑
柳
谷
午
郞
︑
杉
山
得
一
と
遊
び
︑
木
下
利
玄
に
葉

書
を
送
る
︒
(M
42
・
9
・
23
木
下
利
玄
宛
書
簡
)
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
M
42
・
9
・
24
有
島
生
馬
宛
寄
せ
書
き
書
簡
)

9
・
25
(土
)

直
哉
は
吉
原
遊
郭
に
行
く
︒
敵
娼
は
岐
阜
の
女
だ
っ
た
︒
(未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄
五
)

9
・
27
(月
)

こ
の
頃
︑﹁
白
樺
﹂
第
二
号
発
行
か
︒﹁
白
樺
﹂
第
二
号
に
は
︑
木
下
利
玄
の
﹃
小
説

顔
の
創き
づ

﹄
が
掲
載
さ
れ
た
︒
(生
井
知
子
﹃
十
四
日

会
・
回
覧
雑
誌
時
代
の
木
下
利
玄
﹄
R
1
・
7
﹁
同
志
社
女
子
大
学

総
合
文
化
研
究
所
紀
要
﹂
)

直
哉
は
﹁
麦
﹂
第
二
十
三
号
に
コ
メ
ン
ト
を
記
す
︒
(﹁
麦
﹂
第
二
十
三
号
批
評
欄
)

9
・
28
(火
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
来
週
は
モ
ン
マ
ル
ト
ル
に
通
っ
て
梅
原
龍
三
郎
と
肖
像
を
作
り
合
う
約
束
を
し
た
と
の
こ
と
︒

(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

9
・
30
(木
)

直
哉
は
﹃
小
説

人
間
の
行
為
﹄︹
A
︺
を
執
筆
︒
(﹃
剃
刀
﹄
草
稿
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
六
)

七
〇



こ
の
頃
か
？

郡
虎
彦
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
雑
誌
六
月
︑
七
月
︑
八
月
︑
九
月
の
会
費
合
計
八
円
送
る
︑
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

10
・
1
(金
)

｢麦
﹂
第
二
十
四
号
を
も
っ
て
終
刊
︒
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
三
十
一
)
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄
)

里
見
弴
の
﹃
麦
の
一
年
を
想
ふ
﹄﹃
母
﹄﹃
朝
﹄﹃
後
に
狂
せ
る
﹄︑
田
中
治
之
助
の
﹃
若
い
親
父
﹄
﹃
A
さ
ん
の
帽
子
﹄﹃
盲
鬼
﹄
︑
正
親
町

実
慶
の
﹃
姉
の
家
﹄︑
園
池
公
致
の
﹃
手
紙
﹄
掲
載
︒
(里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄
)
(﹁
麦
﹂
第
二
十
四
号
批
評
欄
・
補
④
P
504
)

10
・
4
(月
)

こ
の
頃
︑﹁
白
樺
﹂
第
三
号
発
行
か
︒﹁
白
樺
﹂
第
三
号
に
は
︑
木
下
利
玄
の
﹃
雨
後
の
月
夜
﹄
が
掲
載
さ
れ
た
︒
(生
井
知
子
﹃
十
四
日
会
・

回
覧
雑
誌
時
代
の
木
下
利
玄
﹄
R
1
・
7
﹁
同
志
社
女
子
大
学

総
合
文
化
研
究
所
紀
要
﹂
)

直
哉
は
︑﹃
恐
し
い
遊
戯

(藤
村
の
芽
生
を
読
む
)
﹄
を
執
筆
︒
(未
定
稿
83
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
二
十
三
日
の
消
印
︒
梅
原
龍
三
郎
の
所
に
絵
を
書
き
に
行
く
件
は
︑
二
日
目

に
お
互
い
の
顔
に
愛
想
を
尽
か
し
て
中
止
に
な
っ
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

10
・
7
(木
)

直
哉
は
︑
田
村
寛
貞
に
手
紙
を
書
く
が
投
函
は
し
な
か
っ
た
︒
他
人
の
こ
と
で
︑
人
に
は
打
ち
明
け
て
も
君
に
は
打
ち
明
け
て
い
な
い
こ

と
が
二
つ
あ
る
が
今
度
話
す
︑
自
分
の
こ
と
で
ま
だ
誰
に
も
言
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
が
︑
そ
れ
を
ま
ず
君
に
言
う
︑
な
ど
︒
(M
42
・
10
・

7
田
村
寛
貞
宛
書
簡
)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
に
︑
自
分
が
女
遊
び
を
始
め
た
こ
と
を
打
ち
明
け
る
手
紙
を
書
く
︒
武
者
小
路
実
篤
は
︽
と
ら
は
れ
て
ゐ
る
の
か

も
知
れ
な
い
が
︑
僕
は
矢
張
り
嬉
し
く
な
い
気
が
し
た
︾
と
返
事
を
書
く
︒
(未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄
五
)

＊
『武
者
小
路
と
私
﹄
に
よ
る
と
︑︽
放
蕩
を
始
め
た
時

(中
略
)

先
づ
第
一
に
武
者
に
そ
れ
を
打
明
け
た
︒
(中
略
)

武
者
は

(中
略
)

是

非
に
つ
い
て
は
一
ト
言
も
云
は
な
か
つ
た
︾
と
言
う
︒

10
・
11
(月
)頃
？｢白

樺
﹂
第
四
号
発
行
︒﹁
白
樺
﹂
第
四
号
に
は
︑
木
下
利
玄
の
﹃
紐

(短
歌
)
﹄﹃
橋
本
屋
﹄
が
掲
載
さ
れ
た
︒
(
生
井
知
子
﹃
十
四
日
会
・
回

覧
雑
誌
時
代
の
木
下
利
玄
﹄
R
1
・
7
﹁
同
志
社
女
子
大
学

総
合
文
化
研
究
所
紀
要
﹂
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
六
)

七
一



10
・
13
(水
)

直
哉
は
﹃
小
説

殺
人
﹄
を
完
成
︒
(﹃
剃
刀
﹄
草
稿
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
十
四
日
の
消
印
︒
診
断
書
と
休
学
願
を
今
日
事
務
所
に
出
し
た
と
こ
ろ
︑
授
業
料
は
一
学
期
だ
け
は

お
さ
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
︒
今
度
の
﹁
白
樺
﹂
は
何
日
に
ど
こ
と
決
ま
っ
た
か
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
︑﹃
殺
人
﹄
は
巧
い
と
思
っ
た
と
感
想
の
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

10
・
14
(木
)

直
哉
は
﹁
麦
﹂
第
二
十
四
号
に
批
評
を
記
す
︒
(﹁
麦
﹂
第
二
十
四
号
批
評
欄
)

直
哉
は
︑
磐
城
の
湯
山
幸
太
郎
に
︑
父
の
好
物
の
塩
辛
を
頼
む
手
紙
を
書
く
︒
(
M
42
・
10
・
14
湯
山
幸
太
郎
宛
書
簡
)

10
・
16
(土
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
十
八
日
の
消
印
︑
麻
布
十
一
月
六
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

10
・
17
(日
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
十
八
日
の
消
印
︑
麻
布
十
一
月
六
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

10
・
18
(月
)頃
？｢白

樺
﹂
第
五
号
発
行
︒﹁
白
樺
﹂
第
五
号
に
は
︑
木
下
利
玄
の
﹃
図
書
館
﹄
が
掲
載
さ
れ
た
︒
(生
井
知
子
﹃
十
四
日
会
・
回
覧
雑
誌
時
代
の

木
下
利
玄
﹄
R
1
・
7
﹁
同
志
社
女
子
大
学

総
合
文
化
研
究
所
紀
要
﹂
)

こ
の
頃

(女
遊
び
を
初
め
て
一
月
目
)

直
哉
は
︑
吉
原
角
海
老
楼
の
お
職
女
郎
・
桝
谷
み
ね

(大
巻
)

の
も
と
に
通
い
始
め
る
︒
直
哉
は
︑
遊
女
屋
の
下
等
な
の
が
嫌
だ
っ
た
の

で
︑
待
合
の
芸
者
遊
び
を
し
た
い
と
考
え
︑
そ
の
前
に
吉
原
で
最
も
大
き
そ
う
な
家
の
一
番
上
に
い
る
女
の
所
に
行
っ
て
み
よ
う
と
し
て
︑

大
巻
に
出
会
い
︑
惹
き
つ
け
ら
れ
た
︒
(﹃
暗
夜
行
路
﹄
草
稿
13
七
)
(近
藤
富
枝
﹃
今
は
幻

吉
原
の
も
の
が
た
り
﹄
掲
載
﹃
新
よ
し
原
細
見
﹄
)

大
巻
は
上
新
の
お
咲

(他
に
お
春
︒
お
咲
が
止
め
た
後
に
お
竹
)
︑
中
新
の
お
千
代
︑
下
新
の
お
ふ
よ
︑
ま
め
ど
ん
二
人
を
使
っ
て
い
た
︒
(近

藤
富
枝
﹃
今
は
幻

吉
原
の
も
の
が
た
り
﹄
)

直
哉
か
ら
大
巻
へ
の
連
絡
は
電
話
︑
大
巻
か
ら
は
郵
便
局
留
置
の
手
紙
で
連
絡
を
と
っ
た
︒
(
阿
川
弘
之
﹃
志
賀
直
哉
﹄
)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
田
中
治
之
助
の
家
の
玉
場
で
玉
突
き
を
習
い
始
め
る
︒
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
三
十
四
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
六
)

七
二



10
・
21
(木
)か
？志

賀
家
で
︑
里
見
弴
︑
田
中
治
之
助
︑
園
池
公
致
ら
が
ビ
ー
ル
を
大
量
に
飲
む
︒
こ
れ
以
前
は
︑
里
見
弴
に
は
自
分
の
意
志
で
酒
を
飲
む

と
い
う
習
慣
は
な
か
っ
た
︒
こ
の
頃
︑
直
哉
は
︑
ビ
ー
ル
を
毎
日
少
し
ず
つ
飲
む
と
肥
る
と
い
う
話
を
聞
き
︑
晩
飯
の
時
に
飲
む
こ
と
に

し
て
い
た
︒
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
三
十
四
)

10
・
22
(金
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
二
十
三
日
の
消
印
︑
麻
布
十
一
月
十
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

田
中
治
之
助
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
出
す
︒
昨
夜
︑
里
見
弴
・
田
中
治
之
助
ら
﹁
麦
﹂
同
人
が
志
賀
家
を
汚
し
た
こ
と
へ
の
お
詫
び
︒
(﹃
志

賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

10
・
23
(土
)

木
下
利
玄
は
︑
近
松
研
究
と
ド
イ
ツ
語
の
勉
強
の
た
め
︑
し
ば
ら
く
﹁
白
樺
﹂
の
投
稿
は
出
来
た
時
だ
け
に
す
る
こ
と
に
す
る
︒
夜
︑
木

下
利
玄
︑
武
者
小
路
実
篤
︑
細
川
護
立
︑
里
見
弴
︑
田
中
治
之
助
︑
園
池
公
致
︑
柳
宗
悦
が
︑
志
賀
家
に
来
宅
︒
雑
誌
の
相
談
を
す
る
︒

雑
誌
の
名
の
投
票
に
際
し
て
は
︑
木
下
利
玄
の
ア
イ
デ
ア
の
﹁
人
﹂﹁
草
﹂
や
﹁
流
﹂
な
ど
の
得
票
が
多
数
︒
各
欄
の
責
任
者
を
決
め
る
︒

木
下
利
玄
は
雑
報
の
責
任
者
で
創
作
欄
は
次
点
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

10
・
25
(月
)頃
？｢白

樺
﹂
第
六
号
発
行
︒

10
・
28
(木
)

直
哉
は
︑
湯
山
幸
太
郎
に
塩
辛
の
礼
の
葉
書
を
書
く
︒
(M
42
・
10
・
28
湯
山
幸
太
郎
宛
書
簡
)

10
・
29
(金
)

直
哉
は
﹃﹁
か
う
い
ふ
小
説
が
書
き
た
い
﹂﹄
を
執
筆
︒
(未
定
稿
84
)

10
・
30
(土
)

来
年
か
ら
出
す
雑
誌
の
他
に
︑
自
分
の
作
を
集
め
た
単
行
本
を
出
し
た
い
と
の
相
談
の
手
紙
を
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
送
る
︒﹃
お
清

さ
ん
﹄﹃
こ
た
つ
﹄﹃
机
に
向
つ
て
﹄﹃
無
知
万
才
﹄﹃
小
な
る
超
人
﹄﹃
美
し
き
少
女
﹄
﹃
蝶
と
毛
虫
﹄
﹃
悪
魔
﹄﹃
な
ま
ぬ
る
い
室
﹄﹃
小
さ

い
樫
﹄︑
新
体
詩
︑﹃
疑
惑
﹄
を
収
録
し
た
い
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

10
・
？

バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
を
直
哉
と
武
者
小
路
実
篤
が
訪
ね
︑
エ
ッ
チ
ン
グ
の
話
を
聞
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
年
譜
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
六
)

七
三



＊
『リ
ー
チ
の
こ
と
﹄
に
よ
れ
ば
︑
武
者
小
路
実
篤
・
柳
宗
悦
・
里
見
弴
・
児
島
喜
久
雄
ら
と
一
緒
だ
っ
た
︒

＊
『リ
ー
チ
の
こ
と
﹄
(S
8
・
4
﹁
工
芸
﹂
)

に
よ
れ
ば
︑
こ
の
時
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・
ジ
ョ
ー
ン
の
絵
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
︒
リ
ー
チ
は
山

脇
信
徳
の
﹁
停
車
場
の
朝
﹂
を
い
ち
早
く
明
確
に
認
め
た
と
言
う
︒

こ
の
頃
か
ら

直
哉
は
い
つ
も
そ
わ
そ
わ
し
て
い
た
︒
里
見
弴
と
当
て
も
な
く
歩
き
回
り
︑
お
で
ん
や
鮨
の
立
ち
食
い
を
覚
え
︑
日
本
橋
の
花
村
と
い
う

小
料
理
屋
に
も
行
っ
た
︒
里
見
弴
は
よ
く
酒
を
飲
む
よ
う
に
な
っ
た
︒
席
亭
へ
も
よ
く
行
き
︑
落
語
を
聞
い
た
︒
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
三

十
四
)

魚
河
岸
の
蛇
ノ
目
寿
司
と
い
う
屋
台
の
店
︑
高
七
と
い
う
て
ん
ぷ
ら
の
屋
台
の
店
︑
花
村

(
マ
ル
花
)

と
い
う
一
杯
飲
み
屋
な
ど
に
よ
く

行
っ
た
︒
(里
見
弴
﹃
怡
吾
庵
酔
語
﹄﹁
化
学
的
変
化
﹂
)

11
・
1
(月
)頃
？｢白

樺
﹂
第
七
号
発
行
︒

11
・
2
(火
)

直
哉
は
﹃
ヤ
ハ
リ
夢
﹄
を
執
筆
︒
(未
定
稿
85
)

直
哉
は
﹃
樽
柿
﹄
を
執
筆
︒﹃
ヤ
ッ
カ
イ
者
﹄
(↓
未
定
稿
111
)

を
書
こ
う
と
し
た
こ
と
︑
滞
在
中
の
お
う
の
伯
母
と
祖
母
・
留
女
と
の
や

り
と
り
な
ど
も
書
く
︒
(未
定
稿
86
)

木
下
利
玄
が
︑﹁
白
樺
﹂
第
六
号
の
正
親
町
公
和
﹃
姉
﹄
を
読
む
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

11
・
4
(木
)

沼
津
の
正
親
町
公
和
の
家
で
︑
直
哉
・
正
親
町
公
和
・
正
親
町
実
慶
・
武
者
小
路
実
篤
の
写
真
を
里
見
弴
が
撮
る
︒
(﹃
新
潮
日
本
文
学
ア
ル

バ
ム

志
賀
直
哉
﹄
掲
載
・
写
真
)

11
・
5
(金
)

直
哉
は
︑
武
者
小
路
実
篤
︑
木
下
利
玄
︑
正
親
町
実
慶
︑
里
見
弴
と
共
に
沼
津
の
正
親
町
公
和
の
家
に
遊
び
︑
木
下
利
玄
の
家
に
寄
せ
書

き
の
絵
葉
書
を
送
る
︒
(M
42
・
11
・
5
木
下
利
玄
宛
書
簡
)
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
三
十
四
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
二
十
三
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
六
)

七
四



11
・
6
(土
)

田
中
治
之
助
の
家
で
︑
直
哉
は
︑
母
の
様
な
薫
さ
ん
と
結
婚
し
た
い
と
望
む
主
人
公
を
描
い
た
﹃
小
説

薫
さ
ん
﹄
を
執
筆
︒
表
題
は
︑

は
じ
め
は
﹃
小
説

薫
さ
ん
の
年
﹄
だ
っ
た
︒
(﹃
冬
の
往
来
﹄
草
稿
)

木
下
利
玄
が
︑
青
木
直
介
・
柳
宗
悦
・
正
親
町
公
和
と
寄
せ
書
き
で
︑
沼
津
か
ら
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

11
・
8
(月
)頃
？｢白

樺
﹂
第
八
号
発
行
︒

11
・
9
(火
)

川
口
武
孝
・
康
子
夫
妻
の
長
女
・
喜
久
子
が
生
ま
れ
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
年
譜
)
(阿
川
弘
之
﹃
志
賀
直
哉
﹄
)

11
・
12
(金
)

直
哉
は
﹃
小
説

其
あ
る
夜
の
事
﹄
を
執
筆
︒
(未
定
稿
87
)
(↓
﹁
ノ
ー
ト
9
﹂
補
⑥
P
233
﹃
或
る
夜
の
事
﹄
)

11
・
15
(月
)頃
？｢白

樺
﹂
第
九
号
発
行
︒﹁
白
樺
﹂
第
九
号
に
は
︑
木
下
利
玄
の
﹃
帯
﹄
が
掲
載
さ
れ
た
︒
(
生
井
知
子
﹃
十
四
日
会
・
回
覧
雑
誌
時
代
の
木
下
利

玄
﹄
R
1
・
7
﹁
同
志
社
女
子
大
学

総
合
文
化
研
究
所
紀
要
﹂
)

11
・
18
(木
)

直
哉
は
﹃
ラ
ヴ
シ
ー
ン
﹄
を
執
筆
︒
(﹃
彼
と
六
つ
上
の
女
﹄
草
稿
)

11
・
19
(金
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
藤
島
武
二
が
ロ
ー
マ
か
ら
到
着
し
た
の
で
毎
日
一
緒
に
い
る
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

11
・
22
(月
)頃
？｢白

樺
﹂
第
十
号
発
行
︒﹁
白
樺
﹂
第
十
号
に
は
︑
木
下
利
玄
の
﹃
新
富
座
の
は
ね
た
の
ハ
十
一
時
だ
つ
た
︒
﹄
が
掲
載
さ
れ
た
︒
(生
井
知

子
﹃
十
四
日
会
・
回
覧
雑
誌
時
代
の
木
下
利
玄
﹄
R
1
・
7
﹁
同
志
社
女
子
大
学

総
合
文
化
研
究
所
紀
要
﹂
)

11
・
24
(水
)

直
哉
は
︽﹁
貴
方
︑
本
気
で
惚
れ
ち
や
イ
ヤ
で
す
よ
﹂︾
で
始
ま
る
﹃
彼
と
六
つ
上
の
女
﹄
の
草
稿
を
執
筆
︒
(﹃
彼
と
六
つ
上
の
女
﹄
草
稿
)

11
？

武
者
小
路
実
篤
が
白
樺
原
稿
用
紙
に
︑
女
郎
と
の
こ
と
を
描
い
た
﹃
其
あ
る
夜
の
事
﹄
と
﹃
三
階
の
部
屋
﹄
の
感
想
を
書
い
て
︑
直
哉
に

送
る
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)

11
・
30
(火
)

｢白
樺
﹂
第
十
一
号
を
正
親
町
公
和
家
で
編
集
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
年
譜
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
六
)

七
五



12
・
1
(水
)

園
池
公
致
と
青
木
直
介
が
︑
有
馬
温
泉
か
ら
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

12
・
7
(火
)

直
哉
は
︑
午
前
五
時
半
︑﹃
小
説

恐
し
き
種
子
﹄
を
書
き
上
げ
る
︒
(未
定
稿
88
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
二
十
五
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

12
・
11
(土
)

雑
誌
の
名
前
は
︑
嘗
て
木
下
利
玄
が
考
え
た
﹁
草
﹂
に
決
ま
る
︒
(木
下
利
玄
日
記
)

12
中
旬

新
雑
誌
の
名
称
は
︑﹁
草
﹂
と
決
ま
り
︑
発
行
所
を
洛
陽
堂
に
頼
む
事
と
な
る
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
年
譜
)

12
・
18
(土
)

郡
虎
彦
が
神
戸
衛
生
院
か
ら
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
十
一
月
・
十
二
月
分
の
雑
誌
の
会
費
は
も
う
少
し
し
て
か
ら
送
る
と
の
こ
と
︒
別
紙

に
︑
郡
虎
彦
・
園
池
公
致
の
連
名
で
︑
雑
誌
﹁
草
﹂
は
不
要
だ
か
ら
返
送
す
る
と
記
す
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)

12
・
29
(水
)

郡
虎
彦
・
柳
宗
悦
・
園
池
公
致
が
︑
神
戸
か
ら
直
哉
に
葉
書
を
出
す
︒
雑
誌
﹁
草
﹂
が
や
め
に
な
っ
た
の
は
う
れ
し
い
と
園
池
が
記
す
︒

(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

12
・
30
(木
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
三
十
一
日
の
消
印
︑
麻
布
四
十
三
年
一
月
十
八
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)

こ
の
年
か
？
前
後
の
年
か
？

有
島
生
馬
が
西
洋
か
ら
送
っ
て
き
た
バ
ル
ト
の
り
ん
ご
の
絵
と
道
の
絵
を
見
に
︑
柳
敬
助
と
一
緒
に
志
賀
家
を
訪
ね
て
き
た
熊
谷
守
一
と

直
哉
は
初
め
て
会
う
︒
(対
談
﹃
熊
谷
守
一
﹄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(十
六
)

七
六
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